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4/1　ふれあい宿泊施設 
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合宿中で～す ！ 合宿中で～す ！ 

4月2日、少年軟式野球連盟の西部エンゼルスが宿泊しました



案内図 

波津海岸 

交番 

大原神社 

県道岡垣玄海線 ←至宗像市 

至 
海 
老 
津 ← 

若潮荘 
臨
海
荘 

対　　象　宿泊し、地域福祉や児童
福祉の向上、生涯学習の
振興などの効果が認めら
れる町内の団体など 

利用時間　午前8時30分から利用終
了日の午後3時。浴室は午
後5時から午後9時 

申し込み　利用日の6か月前から健
康福祉課へ 
※4月から6月に利用す
る場合は1月から受け
付け 

宿泊施設 

宿泊施設 

ふれあい宿泊施設 

若潮荘オープン 
ふれあい宿泊施設 

若潮荘オープン 
ふれあい宿泊施設 

若潮荘オープン 

和
室
2

男
子 

ト
イ
レ 

未
来 

夢 

希
望 

友
情 

女
子 

ト
イ
レ 

壁
や
扉
に
は
、岡
垣
町
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
色（
赤
・
青
・
緑
）を
使
用

し
て
い
ま
す
。 

健康福祉課 
松丸実子　保健師 

健康福祉課健康福祉課 
波多野照将　主任波多野照将　主任 
健康福祉課 

波多野照将　主任 

宿泊室（全4室6人部屋 友情・希望・夢・末来)

日から15日、12月28日から翌年1月5日 
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ウッドテラス、外壁には昔懐かしい雰囲気
をかもし出す珪藻土※が塗られ、やさしさ
とやすらぎを与えてくれます
※海底や湖底に堆積してできた土



ふれあい施設 

対　　象　岡垣町に住所がある60歳
以上の人とその介護者や
宿泊施設を利用する人 

利用時間　午前8時30分から午後5時
30分。浴室は午前11時か
ら午後4時※宿泊施設利用
者は午前8時30分から利
用終了日の午後3時。浴室
は午後5時から午後9時 

申し込み　個人利用＝利用日に若潮
荘へ 
団体利用＝利用日の3か
月前から健康福祉課へ 

ふれあい施設 

利　用　料 ※町外者は2倍 

区　　　分 利用料（1泊） 
一　　　般 

高校生とその引率者 

中学生以下とその引率者 

寝具利用料（レンタル料） 

冷暖房利用料 

調理室ガス利用料 

1人 300円 

1人 200円 

1人 100円 

 実　費 

1団体 500円 

1団体 200円 

問い合わせ　健康福祉課へ 

ふれあい宿泊施設 

若潮荘オープン 
ふれあい宿泊施設 

若潮荘オープン 
ふれあい宿泊施設 

若潮荘オープン 
ふれあい宿泊施設 

若潮荘オープン 
老人憩の家として長年親しまれてきた若潮荘が、増改築して新しく生まれ変わりました。 

洗
面
室 

多
目
的 

ト
イ
レ 

調
理
室 

食
堂 

管
理
人
室 

入口 

和
室
1

和
室
3

談
話
室 

男
子 

ト
イ
レ 

女
子 

ト
イ
レ 

浴
室 

浴
室 

２
つ
の
部
屋
を
つ
な
げ
れ
ば
大
広
間
と
し
て

利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
は

催
し
物
を
す
る
と
き
な
ど
に
活
用
で
き
ま
す
。
 

障
害
の
あ
る
人
も
利
用
で

き
ま
す
。
 

和室2・3(各12.5畳)

多目的トイレ 

健康福祉課健康福祉課 
松丸実子　保健師松丸実子　保健師 
健康福祉課 

松丸実子　保健師 

健康福祉課 
波多野照将　主任 

休館日 
ともに毎週月曜日(宿泊時除く)、8月13　
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行財政構造改革

ままままちちちちづづづづくくくくりりりりのののの
仕仕仕仕組組組組みみみみをををを変変変変ええええるるるる。。。。

こ
れ
ま
で
国
や
県
が
担
っ
て
き
た
権
限
が
市
町
村
に
移
さ

れ
、
地
域
の
課
題
は
市
町
村
が
考
え
行
動
す
る「
地
方
分
権
」が

進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
で
、
岡
垣
町
が
行
う
べ
き
事
務
や

事
業
の
量
が
年
々
増
え
、
経
費
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
三
位
一
体
の
財
政
構
造
改
革
が
進
み
、
国
が
地
方
に
手

渡
す
税
金(

地
方
交
付
税)

や
国
か
ら
の
補
助
金(

国
庫
支
出
金)

な
ど
、
町
の
収
入
が
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

岡
垣
町
の
財
政
状
況
は
、
こ
れ
ら
の
影
響
を
大
き
く
受
け
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を

続
け
て
い
く
こ
と
は
難
し
く
、
そ
の
仕
組
み
か
ら
改
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

構
造
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
骨
格(

案)

岡
垣
町
で
は
、
自
立
す
る
ま
ち

を
目
指
し
て
行
財
政
構
造
改
革
に

取
り
組
み
、
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

策
定
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
そ
の

方
向
を
定
め
る
た
め
に
、
岡
垣
町

行
財
政
構
造
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

骨
格(

案)

を
ま
と
め
ま
し
た(

表
１

参
照)
。
こ
の
案
と
、
岡
垣
町
の
過

去
、
現
在
、
将
来
の
財
政
の
状
況

を
説
明
し
ま
す
。

な
お
、
今
後
半
年
間
で
骨
格

(

案)

に
基
づ
き
、
具
体
的
に
だ
れ

が
・
何
を
・
い
つ
ま
で
に
・
ど
の

よ
う
に
す
る
の
か
を
実
行
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
し
て
ま
と
め
て
い
き
ま
す
。
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■表１　岡垣町行財政構造改革プログラム　骨格（案）の概要 

基
本
理
念
　
　
自
治
体「
運
営
」か
ら「
経
営
」へ 

協働力の強化 
　まちづくりは行政だけが行うものではなく、住民と行政がお互いにやるべきことを認識し合い、対等なパ
ートナーとしての地域づくり・まちづくりを進めます。そのために地域のコミュニティ－活動を行う組織づく
りと住民が行う自主的・自発的な活動を行政が支援する仕組みを作ります。 

具体的な政策 
・ 小学校区や自治区などをひとつの単位とした地域コミュニティ－活動を推進します 
・ 地域づくりの提案を公募し、住民やNPO団体が主体となった活動を支援します 
・ 住民やNPO団体が役場の業務の一部を担う制度をつくります 
・ 「出前講座」の充実と行政と住民が語り合う「地域懇談会」を実施します 

財政力の強化 
　コスト感覚を持った民間の経営手法に学びながら、さまざまな経費の見直しを行います。また今後のまち
づくりに向けて投資するための財源を生み出す政策を行い、財政的に自立した町を目指します。 

具体的な政策 
・ 役場が行っている業務を客観的に評価し、再度構築します 
・ 行政運営のスリム化を進めるため、民間活力を活用します 
・ 公共施設の効率的な管理運営を進め、開館日や開館時間や使用料を見直します 
・ 町税の収納体制の充実や町有財産の売却・広告収入で収入を確保します 
・ 各種団体への補助金を客観的に評価し、見直します 
・ 改革で生じる財源を活かして、人口増加や企業誘致など、将来のまちづくりに向けた投資をします 
・ 収入役制度を廃止します 

組織力の強化 
　住民感覚になじまない行政固有の常識をあらため、新たな役場の組織づくりを進めます。また行政はス
リム化してもサービスは向上させるため、町職員の計画的な人材育成に取り組みます。 

具体的な政策 
・ 住民サービスの向上を目的とした行動力の高い役場の組織を構築します 
・ 組織機構や事務事業を見直し、職員定数を適正化します 
・ 職員の能力・業績に基づく給与制度の仕組みを構築します 
・ 将来の岡垣町を担う職員を育成するための研修制度を導入します 

こ
こ
で
意
味
す
る
経
営
と
は
、

民
間
企
業
の
よ
う
に
利
益
を
求
め

る
の
で
は
な
く
、
最
少
の
経
費
で

最
大
の
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
早
く
提

供
す
る
こ
と
で
、
住
民
満
足
度
の

向
上
を
目
指
す
こ
と
を
意
味
し
ま

す
。
骨
格(

案)

は
、
協
働
力
の
強

化
・
財
政
力
の
強
化
・
組
織
力
の

強
化
を
３
つ
の
柱
と
し
て
、「
今
後

の
行
政
の
あ
り
方
」「
行
政
と
住
民

の
協
働
の
あ
り
方
」の
取
り
組
み
を

ま
と
め
て
い
ま
す
。

元
来
日
本
の
歴
史
に
は
、
地
域

に
暮
ら
す
住
民
が
お
互
い
に
助
け

合
い
な
が
ら
生
活
の
向
上
を
目
指

す「
住
民
協
働
」の
取
り
組
み
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
が
明
治
維
新
以

降
、
権
限
が
行
政
へ
集
中
す
る
と

と
も
に
住
民
の
要
望
も
多
種
多
様

化
し
、
行
政
の
担
う
べ
き
役
割
が

増
加
し
て
き
ま
し
た
。

現
在
の
行
政
は
ま
ち
づ
く
り
を

取
り
巻
く
状
況
の
変
化
で
、
そ
れ

ら
の
要
望
に
応
え
る
こ
と
が
難
し

く
な
り
、
住
民
も
ま
ち
づ
く
り
に

満
足
で
き
な
い
状
況
が
生
じ
て
き

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
先
人
た
ち

の「
住
民
協
働
」に
学
び
、
住
民
と

行
政
が
お
互
い
に
手
を
携
え
な
が

ら
、
地
域
の
課
題
を
解
決
し
て
い

く
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。

町
の
収
入
は
年
々
減
少
し
て
い

ま
す
。
家
計
に
例
え
る
と
、
給
料

な
ど
に
よ
る
収
入
が
減
っ
て
い
る

状
況
で
す
。
そ
こ
で
ま
ず
は
支
出

を
切
り
詰
め
る
こ
と
が
必
要
で
、

民
間
の
経
営
手
法
に
学
び
な
が
ら
、

経
費
を
抑
制
し
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
国
か
ら
の
補
助
金
な
ど

に
頼
ら
ず
、
自
立
し
た
ま
ち
を
目

指
す
た
め
に
、
収
入
を
増
や
し
、

ま
ち
づ
く
り
に
投
資
す
る
財
源
を

確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

基
本
理
念

自
治
体「
運
営
」か
ら

「
経
営
」へ

「
支
出
を
抑
え
て

収
入
を
増
や
す
」

改
革
の
キ
ー
ワ
ー
ド

「
協
働
に
よ
るまち

づ
く
り
」
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過
去
の
財
政
状
況

(

平
成
10
年
度
決
算
額)

町
税
と
地
方
交
付
税
は
合
わ
せ

て
約
57
億
円
で
収
入
の
約
70

を

占
め
て
い
ま
し
た
。
貯
金
で
あ
る

基
金
か
ら
の
繰
入
金
は
１
千
万
円

で
、
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
上
で
の

必
要
な
財
源
に
余
裕
が
あ
り
ま
し

た
。ま

た
主
な
支
出
は
職
員
給
与
や

議
員
報
酬
な
ど
の
人
件
費
や
、
道

路
や
公
共
施
設
の
整
備
に
か
か
る

投
資
的
経
費
で
す
が
、
そ
の
ほ
か

の
支
出
も
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
分
さ

れ
て
い
ま
す
。
貯
金
で
あ
る
基
金

へ
の
積
立
金
は
約
７
億
円
で
、
将

来
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
財
源

を
蓄
え
る
余
裕
が
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
収
入
か
ら
支
出
を
差
し
引

く
と
翌
年
へ
３
億
８
千
万
円
の
繰

越
金
を
残
し
て
い
ま
す
。

パ
ー
セ
ン
ト

■グラフ1　過去の財政状況（平成10年度決算額） 

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000 8,000 9,000

収入（8,164） 

単位：百万円 

町税 
2,810

人件費 
1,379

投資的経費 
1,354

補助費等 
1,187

繰出金 
810

扶助費 
483

物件費 
856

公債費 
892

積立金 
704

その他の支出 
119

地方交付税 
2,863

町債 240

繰越金 
339 繰入金 

10

その他の収入 
1,022

国県支出金 
880

支出（8,164） 
次年度 
への 
繰越金 
380

行財政構造改革の必要性や町の財

政状況やプログラム案を詳しく説明

し、具体的な実行プログラム策定に

向けたみなさんからの意見をお聴き

します。

と　　　き と　こ　ろ 

4月18日（月） 

19日（火） 

20日（水） 

午後7時～9時 

中央公民館 

東部公民館 

西部公民館 

財政状況の推移（普通会計） 財政状況の推移（普通会計） 

過
　
去

貯
金
が
で
き
ま
し
た

住　民　説　明　会

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
第
二
期
施
設
整
備
事
業
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現
在
の
財
政
状
況

(

平
成
16
年
度
決
算
見
込
み)

町
税
と
地
方
交
付
税
は
合
わ
せ

て
約
47
億
円
で
、
平
成
10
年
度
と

比
較
し
て
約
10
億
円
減
っ
て
い
ま

す
。
景
気
停
滞
に
よ
る
町
税
の
伸

び
悩
み
と
、
三
位
一
体
改
革
に
よ

る
地
方
交
付
税
の
減
額
が
収
入
全

体
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。ま

た
支
出
は
、
地
方
分
権
の
進

展
で
福
祉
施
策
に
か
か
る
扶
助
費

や
介
護
保
険
な
ど
特
別
会
計
へ
の

繰
出
金
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま

た
人
件
費
や
公
共
施
設
の
管
理
運

営
な
ど
に
か
か
る
物
件
費
も
高
い

水
準
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

基
金
へ
の
貯
金
は
約
５
千
万
円

し
か
な
く
、
基
金
か
ら
２
億
円
の

取
り
崩
し
を
行
う
見
込
み
で
す
。

収
支
状
況
は
赤
字
と
な
っ
て
い
ま

す
。

将
来
の
財
政
状
況

(

平
成
21
年
度
予
測)

三
位
一
体
改
革
が
本
格
化
し
、

国
か
ら
地
方
へ
財
源
が
移
さ
れ
る

た
め
町
税
は
増
加
し
ま
す
が
、
地

方
交
付
税
は
さ
ら
に
減
少
し
ま
す
。

合
わ
せ
た
金
額
は
平
成
16
年
度
並

み
の
約
47
億
円
が
確
保
さ
れ
る
と

見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
国
県
支
出

金
な
ど
の
収
入
の
増
加
は
期
待
で

き
ま
せ
ん
。

支
出
は
、
職
員
の
退
職
金
に
よ

る
人
件
費
や
下
水
道
事
業
な
ど
へ

の
繰
出
金
が
増
加
す
る
見
込
み
で
、

そ
の
ほ
か
の
経
費
は
、
ほ
ぼ
横
ば

い
か
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
ま
ま
で
は
大
幅
に
基
金
を
取
り

崩
さ
な
け
れ
ば
運
営
で
き
な
い
状

況
が
予
測
さ
れ
る
た
め
、
ま
ち
づ

く
り
の
仕
組
み
を
改
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
室
へ

行
政
改
革
推
進
委
員
会委

員
募
集

行
財
政
構
造
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

策
定
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん
の
声
を

広
く
聴
く
た
め
に
設
置
す
る
町
長
の

諮
問
機
関
で
す
。
６
月
か
ら
10
月
の

間
に
10
回
程
度
の
会
議
が
あ
り
ま
す
。

募
集
人
数

３
人

対
　
象

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
町

内
在
住
者
※
特
に
20
〜
30
歳
代
の
子

育
て
中
の
女
性

申
し
込
み

氏
名
・
年
齢
・
住
所
・

電
話
番
号
・
応
募
の
理
由
・
経
歴
を

記
入
し
、
企
画
政
策
室
へ

※
メ
ー
ル
可(kikaku

@
to
w
n
.o
ka

gaki.fu
ku
o
ka.jp

)

締
め
切
り

５
月
10
日(

火)

選
　
考

年
齢
、
意
欲
、
公
平
性
、

経
歴
か
ら
選
考
し
、
結
果
を
５
月
31

日
ま
で
に
郵
送

※
結
果
の
内
容
は
公
表
し
ま
せ
ん

プ
ロ
グ
ラ
ム
骨
格(

案)

へ
の

意
見
募
集

意
見
は
行
政
改
革
推
進
委
員
会
な

ど
の
会
議
で
協
議
し
、
今
後
の
具
体

的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
に
生
か
し
て

い
き
ま
す
。
内
容
は
公
表
し
ま
す
が
、

氏
名
は
公
表
し
ま
せ
ん
。
な
お
、
意

見
提
出
者
に
対
す
る
個
別
の
回
答
は

し
ま
せ
ん
。

提
出
方
法

意
見
・
氏
名
・
年
齢
・

住
所
を
記
入
し
、
企
画
政
策
室
へ

※
メ
ー
ル
可

締
め
切
り

５
月
10
日(

火)

次年度 
への 
繰越金 
207

■グラフ2　現在の財政状況（平成16年度決算見込み） 

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000 8,000 9,000

収入（8,379） 

単位：百万円 

町税 
2,486

人件費 
1,481

投資的経費 
1,183

補助費等 
1,249

繰出金 
1,219

扶助費 
660

物件費 
1,177

公債費 
1,080

積立金 
51

その他の支出 
72

地方交付税 
2,222

町債 
1,286

繰越金 
261

繰入金 
200

その他の収入 
1,083

国県支出金 
841

支出（8,379） 

■グラフ3　将来の財政状況（平成21年度予測） 

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000 8,000 9,000

収入（7,618） 

単位：百万円 

町税 
2,879

人件費 
1,633

支出（7,618） 

地方交付税 
1,820

町債 
465

繰越金 
150

繰入金 
786

その他の収入 
892

国県支出金 
626

投資的経費 
800

補助費等 
1,293

繰出金 
1,397

扶助費 
700

物件費 
1,200

公債費 
510

積立金 
2

その他の支出 
83

現
　
在

支
出
が
収
入
を
上
回

り
ま
し
た

将
　
来

貯
金
か
ら
の
取
り
崩

し
が
必
要
で
す

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業



毎
週
土
曜
日
、
一
部
日
曜
日

実
　
技

講
義
期
間
の
う
ち
７
日
間

実
　
習

10
月
11
日
か
ら
平
成
18
年

２
月
３
日
の
う
ち
平
日
４
か
ら
５
日

間と
も
に
午
前
９
時
40
分
か
ら
午
後
５

時と
こ
ろ
　
講
義
・
実
技
＝
宗
像
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
研
修
セ
ン
タ
ー

実
習
＝
近
隣
市
町
村
の
施
設

受
講
料

二
万
円
※
別
途
実
習
時
に

健
康
診
断
書
料
一
万
円
程
度
必
要

募
集
人
数

６
人
※
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

５
月
９

日(

月)

ま
で
に
健
康
福
祉
課
へ

と
　
き

５
月
10
日(

火)

・
５
月
24
日

(

火)

【
１
回
目
】
午
前
９
時
か
ら
11
時

【
２
回
目
】
午
後
１
時
か
ら
３
時

対
　
象

町
内
在
住
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
し
た
こ
と
が
な
い
人

定
　
員

と
も
に
12
人
※
先
着
順

参
加
費

無
料

申
し
込
み

５
月
１
日(

日)

か
ら
７
日

(

土)※
開
校
日
は
午
後
４
時
ま
で
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー
利
用
不
可

問
い
合
わ
せ

情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅

へ

好
き
な
写
真
を
使
っ
て
オ
リ
ジ
ナ

ル
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
り
ま
す
。

と
　
き

５
月
14
日(

土)

【
１
部
】
午
前
10
時
か
ら
正
午

【
２
部
】
午
後
２
時
か
ら
４
時

参
加
料

無
料

持
っ
て
く
る
も
の

写
真

申
し
込
み

当
日

問
い
合
わ
せ

情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅

へ対
　
象

現
在
訪
問
看
護
従
事
者
、

今
後
従
事
し
よ
う
と
す
る
看
護
職
員

※
と
も
に
看
護
実
務
経
験
３
年
以
上

と
　
き

７
月
１
日(

金)

か
ら
９
月
20

日(

火)

の
期
間
で
28
日
間

と
こ
ろ

福
岡
県
看
護
等
研
究
研
修

セ
ン
タ
ー(

中
央
区)

募
集
人
数

50
人

受
講
料

三
万
六
千
七
百
五
十
円

申
込
締
切

５
月
18
日(

水)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
岡
県

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
1
０
９
２
‐
７
１

４
‐
５
２
０
３
へ

「
看
護
の
心
を
み
ん
な
の
心
に
」
を

テ
ー
マ
に
、
看
護
の
心
、
ケ
ア
の
心

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
お
か
し
い
と

思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

介
護
保
険
広
域
連
合

遠
賀
支
部
1
２
９
１
‐
５
２
６
６
、
健

康
福
祉
課
へ

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
の
所
有
者
が
、
そ
の
年
度
分
の

全
額
を
在
住
市
町
村
に
納
め
る
も
の

で
す
。
納
付
書
を
４
月
中
旬
に
発
送

し
ま
す
。
必
ず
納
期
限
内
に
納
め
ま

し
ょ
う
。

町
外
に
転
出
し
て
、
車
輌
の
保
管

場
所
が
町
外
に
な
る
場
合
、
速
や
か

に
変
更
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

３
月
31
日
ま
で
に
車
輌
の
名
義
変

更
の
手
続
き
を
し
た
の
に
、
納
税
通

知
書
が
届
い
た
場
合
は
、
手
続
き
を

依
頼
し
た
販
売
会
社
な
ど
に
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

一
定
の
身
体
・
知
的
障
害
者
の
た

め
に
使
用
す
る
車
輌
は
、
申
請
す
る

と
税
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
免
除
の
対

象
は
、
１
人
の
身
体
・
知
的
障
害
者

に
１
台
で
す
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
へ

岡
垣
町
で
は
、
情
報
プ
ラ
ザ
人
の

駅
を
中
心
に
情
報
受
発
信
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
、
西
部

公
民
館
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
が

で
き
る
端
末
を
設
置
し
ま
し
た
。
無

料
で
利
用
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

情
報
推
進
課
へ

陸
・
海
・
空
自
衛
隊
幹
部
候
補
生

を
募
集
し
ま
す
。

対
　
象

平
成
18
年
４
月
１
日
現
在
、

20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
人
※
22
歳
未

満
は
大
学
卒
業
見
込
み

申
込
締
切

５
月
13
日(

金)

試
験
日

５
月
21
日(

土)

・
22
日(

日)

※
22
日
は
飛
行
要
員
だ
け

問
い
合
わ
せ

芦
屋
募
集
事
務
所

1
２
２
３
‐
０
９
８
１
へ

と
き
・
内
容

講
　
義

６
月
４
日
か
ら
10
月
29
日

8広報おかがき　平成17年4月10日号

おしらせ
岡垣町役場
教育委員会

いこいの里在宅介護支援センター1283-0033 岡垣在宅介護支援センター1282-5167
岡垣東部在宅介護支援センター1282-5103 シルバー人材センター1282-46881282-1211

役
場
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
福
祉

関
係
事
業
所
の
職
員
を
装
っ
て
家
に

入
り
、
介
護
保
険
証
や
預
金
通
帳
を

確
認
し
た
り
、
室
内
を
物
色
し
現
金

を
盗
む
と
い
っ
た
詐
欺
事
件
が
多
発

し
て
い
ま
す
。

知
ら
な
い
人
が
訪
ね
て
き
た
ら
、

家
に
は
入
れ
ず
、
身
分
証
明
書
な
ど

催

し

講

演

お

し

ら

せ

募

集

介
護
保
険
関
係
者
を
装
っ
た

詐
欺
に
ご
注
意
を

軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は

５
月
２
日
で
す

西
部
公
民
館
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

自
衛
隊
幹
部
候
補
生

訪
問
看
護
師
養
成
講
習
会

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級

養
成
研
修
受
講
者

パ
ソ
コ
ン
若
葉
マ
ー
ク
教
室

は
じ
め
よ
う
！
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

創
作
工
房
人
の
駅

つ
く
っ
て
み
よ
う
！
カ
レ
ン
ダ
ー

看
護
の
日
の
つ
ど
い

ゴールデンウィークの歯科急患診療 

診療時間　午前10時から午後5時 
問い合わせ　事前に各医院へ 

と　き 医院名 電話番号 住　所 

5月3日(火) 

4日(水) 

5日(木)

三宅歯科医院 

中村歯科医院 

有吉歯科医院 

246－1181 

245－0830 

222－0404

中間市通谷4－2－25 

中間市中鶴4－22－20 

芦屋町山鹿12－35

西部公民館インターネット端末



を
分
か
ち
合
う
こ
と
を
願
い
開
催
し

ま
す
。
健
康
相
談
や
、
看
護
師
に
な

る
た
め
の
進
路
相
談
も
行
っ
て
い
ま

す
。

と
　
き

５
月
７
日(

土)

午
後
１
時
か

ら
４
時

と
こ
ろ

パ
ピ
ヨ
ン
24
ガ
ス
ホ
―
ル

(

博
多
区)

内
　
容

・
看
護
職
員
知
事
表
彰

・
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
発
表

・
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

・
講
演

定
員

約
五
百
人

参
加
費

無
料

問
い
合
わ
せ

県
保
健
福
祉
部
医
療

指
導
課
1
０
９
２
‐
６
４
３
‐
３
２
７

６
へ５

月
１
日(

日)

か
ら
７
日(

土)

は
憲

法
週
間
で
す
。
福
岡
県
弁
護
士
会
が
、

無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
　
き

５
月
12
日(

木)

○
午
前
の
部
＝
９
時
30
分
か
ら
12
時

30
分

○
午
後
の
部
＝
13
時
30
分
か
ら
16
時

30
分

と
こ
ろ

北
九
州
弁
護
士
会
館(

小
倉

北
区)

申
し
込
み

４
月
25
日(

月)

午
前
９
時

か
ら
電
話
予
約
※
先
着
順

問
い
合
わ
せ

北
九
州
法
律
相
談
セ

ン
タ
ー
1
５
６
１
‐
０
３
６
０
へ

と
　
き

５
月
13
日(

金)

９
時
か
ら

と
こ
ろ

町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

対
　
象

町
内
在
住
者

参
加
費

三
百
円

締
め
切
り

４
月
25
日(

月)

※
当
日
の
受
け
付
け
な
し
。
用
具
・

筆
記
具
は
各
自
持
参
。
雨
天
時
は

14
日(

土)

に
順
延

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

行
山
1
２
８
２
‐
０
９
１
３

小
林
1
２
８
２
‐
５
７
９
８

森
　
1
２
８
２
‐
５
２
６
５

浜
中
1
２
８
３
‐
１
１
８
７
へ

お
詫
び
と
訂
正

『
広
報
お
か
が
き
』３
月
25
日
号
の

記
事「
４
月
１
日
か
ら
岡
垣
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
ふ
れ
あ
い
が
運
行
し
ま
す
」

の
定
期
券
・
回
数
券
の
表
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
下
表
の
通

り
で
す
。
深
く
お
詫
び
し
、
訂
正
い

た
し
ま
す
。
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ス

ポ

ー

ツ

相

談

収入役を廃止し、会計課を設置
岡垣町行財政構造改革の一つとして、4月1日から町の三

役※のうち、会計事務をつかさどる収入役を廃止しました。
収入役の業務は助役に引き継がれ、日常業務が適正・迅速に
処理できるように新たに会計課を設置しました。
※三役とは、町長、助役、収入役をいいます

問い合わせ　企画政策室へ

無
料
法
律
相
談

春
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

交
歓
大
会

定期券 バスカード 回数券 

糠塚・元松原 
循環線 

戸切・上畑 
循環線 

高陽団地 
循環線 

小学生遠距
離通学児童
に限る 
西鉄バス宗
像赤間営業
所で販売 

使用できま
す（マイクロ
バス車内で
販売） 

使用できま
せん 

使用できま
せん 

使用できま
せん 

1,000円（11
枚綴り）の回数
券をジャンボ
タクシー車内、
遠賀タクシー
事務所で販売 

4月1日付　人事異動 （　）内は前所属 
平
成
17
年
３
月 

31
日
付
退
職 

課
長
級 
係
長 

係
員 

新
規
採
用 

○広渡　　昭（こども未来課長） 
○松岡マツヨ（水道課業務係長） 
 

○筑紫　利英　会計課長・課長昇格（健康福祉課課長補佐）

○高山　哲郎　こども未来課長・課長昇格（教育総務課課長

補佐）○平野　和廣　水道課課長補佐・課長補佐昇格（水道

課工務係長）○秋武　光男　地域づくり課課長補佐・課長補

佐昇格（地域づくり課商工観光係長）○安部　信義　住民課

課長補佐・課長補佐昇格（住民課住民係長）○本田　典生　

教育総務課課長補佐・課長補佐昇格（企画政策室人事秘書

係長） 

○広渡芙美子　こども未来課東部保育所長（こども未来課

中部保育所長）○三角美紀子　こども未来課中部保育所長（こ

ども未来課東部保育所長）○鳥谷　幹二　水道課業務係長（健

康福祉課健康づくり係長）○俵口　賢一　情報推進課情報

政策係長（税務課資産税係長）○花田　敏治　税務課資産

税係長（企画政策室付福岡県介護保険広域連合係長）○米

丸　和敏　健康福祉課健康づくり係長（情報推進課情報政

策係長）○　　　和浩　企画政策室付福岡県介護保険広域

連合係長（企画政策室付岡垣サンリーアイ管理公社係長）○

高山　昌文　企画政策室人事秘書係長（総務課庶務係長兼

文書法制係長）○占部　久美子　企画政策室付岡垣サンリ

ーアイ管理公社係長・係長昇格（下水道課）○柴田　雅之総

務課庶務係長兼文書法制係長・係長昇格（総務課） 

○吉田　朝雄　社会教育課（住民課）○竹井　英之　下水

道課（建設課）○川原　雅人　建設課（農林水産課）○太田

周二　総務課（税務課）○神谷　昌宏　税務課（教育総務課）

○神屋　聖子　総務課（収入役室）○秋武　重成　農林水

産課（下水道課）○半田　美穂　住民課（総務課）○三浦　

太郎　下水道課（社会教育課） 

○藤本　隆二　教育総務課○三並　裕紀　住民課○中村

光良　農林水産課 
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おしらせLiving  Information

議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た

【
岡
垣
町
収
入
役
の
事
務
の
兼
掌

に
関
す
る
条
例
の
制
定
】

４
月
１
日
か
ら
、
収
入
役
を
廃

止
し
、
そ
の
事
務
を
助
役
が
兼
務

し
ま
す
。

【
岡
垣
町
課
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
】

４
月
１
日
か
ら
、
収
入
役
廃
止

に
伴
い
会
計
課
を
設
置
し
ま
し
た
。

【
岡
垣
町
都
市
公
園
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
】

一
丁
た
め
池(

６
７

３
０
６

㎡)

を
整
備
し
、
都
市
公
園
と
し

て
管
理
し
ま
す
。

【
岡
垣
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の

制
定
】

町
長
、
教
育
委
員
会
、
議
会
な

ど
と
そ
の
職
員
は
、
個
人
情
報
の

保
護
の
重
要
性
を
認
識
し
、
あ
ら

ゆ
る
施
策
を
通
じ
て
個
人
情
報
の

保
護
に
務
め
る
こ
と
を
定
め
ま
し

た
。
施
行
は
７
月
１
日
か
ら
で
す
。

※
『
広
報
お
か
が
き
』
５
月
10
日

号
で
詳
細
を
掲
載

【
岡
垣
町
特
別
会
計
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
ほ
か
関
係
４
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
】

４
月
か
ら
、
岡
垣
町
公
共
下
水

道
事
業
、
岡
垣
町
農
業
集
落
排
水

事
業
及
び
漁
業
集
落
排
水
事
業
の

経
理
内
容
の
明
確
化
と
透
明
化
を

図
り
、
経
済
性
を
追
求
し
、
一
層

の
効
果
的
効
率
的
な
運
営
を
行
う

た
め
に
、
地
方
公
営
企
業
法
の
規

定
の
全
部
を
適
用
し
ま
す
。

【
岡
垣
町
ふ
れ
あ
い
宿
泊
施
設
若

潮
荘
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
制
定
】

町
民
相
互
の
ふ
れ
あ
い
と
交
流

を
促
進
し
、
福
祉
の
向
上
を
図
る

た
め
に
、
ふ
れ
あ
い
宿
泊
施
設
若

潮
荘
を
設
置
し
ま
し
た
。

３
月
に
行
わ
れ
た
岡
垣
町
議
会
第
一
回
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
主
要
条
例
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

平成17年度予算 

※1　『広報おかがき』4月25号で掲載予定 
※2　不足額(1億4075万円)は、留保資金などで補てん 
※3　平成17年度から地方公営企業法適用 
※4　不足額(3億6114万7千円)は、留保資金などで補てん 

【一般会計】※1
予算総額 前年比（％） 
73億4800万円 ▲10.8

29億1613万9千円 
36億8175万8千円 

327万3千円 

3.3 
▲3.1 
▲22.8

5億929万円 
4億9369万6千円 
1億5594万円 

1億4200万2千円 
2億8275万2千円 

 
9億119万3千円 
9億105万8千円 

13万5千円 
6億8676万1千円 
10億4790万8千円 

1.0 
4.6 

▲52.4 
▲55.2 
▲40.3 

 
－　　 
－　　 
－　　 
－　　 
－　　 

【特別会計】 
○国民健康保険事業 
○老人保健事業 
○住宅新築資金等貸付事業 

【公営企業会計】 
○水道事業 
・収益的収入 
・収益的支出 
・事業純益 
・資本的収入※2 
・資本的支出 
○下水道事業 
・収益的収入 
・収益的支出 
・事業純益 
・資本的収入※4 
・資本的支出 

※3

一
丁
た
め
池

ふ
れ
あ
い
宿
泊
施
設
若
潮
荘
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外国人は納豆が嫌い。と、よく耳にしませんか？こ

れと同じレベルのカルチャーショックを受ける食物が、

今回紹介する｢べジマイト｣です。

オーストラリア人の間で広く伝統的に食べられてい

る健康食です。健康的というより、味が好きだから、

毎日の大事な食物となっています。見た目はチョコレ

ートのようですが、甘さはなく、塩味のペーストで

す。たぶん小さい時から食べていないと、味にな

じめないと思います。英会話の生徒や職場のみな

さんにべジマイトを食べてもらうと、いろいろ

な反応があって、見るのは面白

かったです。少数人は｢おい

しい｣、後は、我慢して食べ

ていたという気がしました。

しかし、日本の味噌と少

し似ているとよく言わ

れました。

｢濃縮酵母エキス｣と容器に書いてあります。1920年

に若い化学者が酵母から珍しい新ペーストを開発しま

した。世界でも有数のビタミンＢの豊富な食物です。

サンドイッチやトーストに塗る物として、また、ソー

スやシチューの味付けに使う調味料として、初めて売

り出されたのは1923年でした。最初は人々から受け入

れられず、あまり売れませんでした。しかし、1939年

に英国医療協会がべジマイトは体に良いものと認め、

医者がビタミンＢが豊富な食物として患者に推薦しま

した。これで、人々に受け入れるようになりました。

また、オーストラリアの軍隊は、第二次世界大戦から、

べジマイトを持って出兵しています。現在、べジマイ

トはオーストラリアの家庭の90 で使用され、

その結果、毎年、2千万本が売れています。

本当にオーストラリアの代表的食べ物にな

りました。

いろいろありますが、主に朝

食に焼いたパンにバターを塗

り、その上にべジマイトを

塗って食べます。更に、

サンドイッチにチーズ、

トマト、アボカドなど

付けて食べてもおいし

いです。べジマイトの

上にジャムを塗った、面白い組み合わせをする人もい

ます。また、料理に使っている人も少なくありません。

ローストビーフなどにかけるグレービーソースや、ミ

ートパイの具を作るときに加えます。ソースの色と味

に深みを出すために使います。

みなさんも、チャレンジしてみませんか？

パー
セント

4月べジマイト － Vegemite

国際交流 International  Communication

まず｢べジマイト｣とは？

食べ方は？

福岡県西方沖地震　岡垣町の被害状況(3月31日現在)

建物被害

半　壊 1件

屋根瓦落下など 39件

その他(壁に亀裂が入ったなど) 17件

この地震に乗じた振り込め詐欺や悪質商法、
出入り口や窓が壊れた家を狙った侵入盗などが
発生しています。注意してください。
不審に感じたら警察などに相談してください。

問い合わせ 総務課へ
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《
２
位
グ
ル
ー
プ
》

優
　
勝

マ
ン
シ
ャ
フ
ト
Ａ

(

小
野
達
・
折
田
・
森
口
涼
・
岩
崎)

準
優
勝

マ
ン
シ
ャ
フ
ト
Ｂ(

小
野

伸
・
浜
崎
・
仲
野
・
藤
丸
・
森
口
沙)

と
　
き

３
月
６
日

と
こ
ろ

町
民
弓
道
場

《
称
号
者
の
部
》

優
　
勝

花
田
日
出
登

第
３
位

門
司
　
守
夫

《
有
段
男
子
の
部
》

優
　
勝

神
谷
　
和
生

第
３
位

山
本
　
昌
広

《
有
段
女
子
の
部
》

優
　
勝

小
林
　
玲
子

準
優
勝

土
肥
ト
シ
子

と
　
き

３
月
13
日

と
こ
ろ

海
老
津
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド優
　
勝

東
部
ラ
イ
ナ
ー
ズ

準
優
勝

海
老
津
ニ
ュ
ー
ス
タ
ー
ズ

第
３
位

吉
木
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ

と
　
き

３
月
13
日

と
こ
ろ

町
民
武
道
館

《
幼
年
の
部
》

準
優
勝

門
司
　
龍
一

第
３
位

宮
城
　
壮
介

《
小
学
５
年
生
の
部
》

優
　
勝

松
本
　
隆
一

準
優
勝

渡
邊
　
龍
馬

と
　
き

３
月
13
日

と
こ
ろ

町
民
体
育
館

優
　
勝

吉
木
ジ
ュ
ニ
ア

準
優
勝

吉
木
ウ
ェ
ー
ブ

第
３
位

や
は
ぎ
ジ
ュ
ニ
ア

と
　
き

３
月
８
日

と
こ
ろ

す
ぱ
ー
く
岡
垣

優
　
勝

高
陽
チ
ー
ム(

仮
屋
園
・
三

隅
・
牧
野
内
・
岩
崎
・
高
橋)

準
優
勝

新
松
原
チ
ー
ム(

末
次
・
関
・

川
原
・
安
部
・
白
水)

第
３
位

白
谷
・
東
山
田
チ
ー
ム(

大

坪
・
太
田
・
下
川
・
中
山
・
下
川
路
）

と
　
き

３
月
15
日

と
こ
ろ

町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

優
　
勝

高
塚
チ
ー
ム(

早
川
・
木
原
・

太
田
・
村
田
・
門
司)

準
優
勝

山
田
峠
Ｂ
チ
ー
ム(

白
浜
・

石
原
・
加
藤
・
船
越
・
高
見)

第
３
位

白
谷
チ
ー
ム(

中
山
・
村
上
・

下
川
路
勲
・
中
山
・
下
川
路
朝)

と
　
き

３
月
20
日

と
こ
ろ

町
民
弓
道
場

《
有
段
男
子
の
部
》

準
優
勝

花
田
日
出
登

と
　
き

３
月
27
日

と
こ
ろ

町
民
体
育
館
・
岡
垣
中
学

校
体
育
館

優
　
勝

Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｐ

準
優
勝

吉
木
バ
レ
ー
サ
ー
ク
ル

第
３
位

サ
ト
リ
ー
レ
ッ
ク

い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト

と
　
き

４
月
15
日(

金)

午
後
６
時
30

分
か
ら
７
時

と
こ
ろ

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

出
演
者

崔
善
恵
と
レ
ッ
ス
ン
生

曲
　
目

ピ
ア
ノ
絵
本
館
ほ
か

※
入
場
無
料

中
国
文
化
芸
術
夢
公
演

「
雑
技
の
祭
典
」

と
　
き

４
月
17
日(

日)

午
前
10
時
30

分
・
午
後
３
時

と
こ
ろ

ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル(

自
由
席)

入
場
料

○
前
売
千
五
百
円
○
当
日

千
八
百
円

女
声
コ
ー
ラ
ス
受
講
生
募
集

と
　
き

第
１
･
２
･
３
木
曜
日
午
前

10
時
か
ら
正
午

と
こ
ろ

小
ホ
ー
ル

講
　
師

田
中
智
子

入
会
金

三
千
円

受
講
料
・
維
持
費

九
千
九
百
円

※
見
学
可

サ
ン
リ
ー
ア
イ
カ
ル
チ
ャ
ー
フ
ェ

ス
タ
日
本
伝
統
工
芸「
能
面
」

麻
生
能
忍
展

と
　
き

５
月
13
日(

金)

か
ら
15
日

(

日)

午
前
11
時
か
ら
午
後
６
時
※
14
日

は
午
後
10
時
ま
で

と
こ
ろ

展
示
コ
ー
ナ
ー
・
ギ
ャ
ラ

リ
ー

※
入
場
無
料

と
　
き

２
月
25
日

と
こ
ろ

町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

《
男
子
の
部
》

優
　
勝

石
橋
　
丈
夫

準
優
勝

兼
尾
　
正
男

第
３
位

高
橋
　
昌
輝

《
女
子
の
部
》

優
　
勝

岡
村
　
淳
子

準
優
勝
　
桝
　
　
静
子

第
３
位

河
野
ミ
ヨ
コ

と
　
き

２
月
27
日

と
こ
ろ

ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ

【
オ
ー
ル
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
】

《
１
位
グ
ル
ー
プ
》

優
　
勝

ポ
ラ
リ
ス
Ａ(

岡
垣
倶
楽
部)

（
岡
田
・
金
本
・
松
木
・
榎
並
）

準
優
勝

バ
ー
ニ
ー
ズ
Ａ

（
許
斐
・
古
野
・
大
岡
・
福
山
）

《
２
位
グ
ル
ー
プ
》

優
　
勝

フ
ェ
ア
リ
ー(

新

同
好

会)(

持
永
・
北
・
三
原
・
野
田
綾)

準
優
勝

マ
ッ
ク
ス
Ｂ

（
小
田
・
三
坂
・
辻
・
岩
崎
）

【
ミ
ッ
ク
ス
の
部
】

《
１
位
グ
ル
ー
プ
》

優
　
勝

ダ
ッ
シ
ュ(

新

同
好
会)

(

重
山
・
吉
村
・
浜
村
純
・
浜
村
健)

準
優
勝

ラ
ビ
ッ
ト(

岡
垣
倶
楽
部)

(

梶
原
・
松
本
・
曽
我
・
岩
永
・
木
原)

おしらせLiving  Information

『
広
報
お
か
が
き
』は
再
生
紙
１
０
０
％
の
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

２
月
度
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
月
例
会

第
６
回
岡
垣
町
オ
ー
プ
ン

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

遠
賀
郡
春
季
弓
道
大
会

第
11
回
ビ
ー
ハ
イ
ブ
杯

少
年
軟
式
野
球
連
盟

町
長
旗
ジ
ュ
ニ
ア

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

第
21
回
岡
垣
町
少
年
柔
道
大
会

第
20
回
県
女
子
選
手
権
予
選
大
会

第
18
回
県
選
手
権
予
選
大
会

第
25
回
弓
道
場
創
立
記
念
大
会

体
育
協
会
長
杯
争
奪

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会


